
ひきこもりの理解と支援

令和５年度ひきこもり研修会

～経過と回復、認める意味とは～

講師斎藤環先生

＊令和６年１月６日（土）

参加対象

＊ビッグフロントひろしま ５階ホール A B C

広島市松原町5-1

＊ひきこもりの問題に関心のある住民の方及び支援者

＊会場１５０名【先着順】ZOOMはありません。

会 場

日 時

申込方法

定 員

13:00~15:00(受付12:30～)

主催 広島ひきこもり相談支援センター（中部北部センター）
共催 広島県・広島市

広島ひきこもり相談支援センター（西部センター）
海田町ひきこもり相談支援センターなないろ

後援 広島県精神科病院協会・日本精神科看護協会広島県支部
海田町

研修会運営係
(080)8888-0740 FAX082-554-6375

〒739-0323

広島市安芸区中野東4丁目11-13(瀬野川病院内）

お申込み方法は裏面へ

1961年、岩手県生まれ。
1990年、筑波大学医学専門学群 環境生態学 卒業。医学博士。
爽風会佐々木病院精神科診療部長（1987年より勤務）を経て、
2013年より筑波大学医学医療系社会精神保健学教授。日本思春
期学会理事、日本病跡学会理事。
2021年より公益社団法人青少年健康センター会長。専門は思春
期・青年期の精神病理、精神療法、および病跡学。

著書
「文脈病」（青土社）
「社会的ひきこもり」（ＰＨＰ研究所）
「ひきこもり文化論」 （紀伊國屋書店）
「生き延びるためのラカン」（ちくま文庫）

訳書
ヤーコ・セイックラ他著「開かれた対話と未来」（医学書院）
『関係の化学としての文学』（新潮社）で、2010年度の日本病跡学会賞を受賞。
『世界が土曜の夜の夢なら ヤンキーと精神分析』（角川書店）で2013年に第11回角川財団学芸賞を受賞。

『心を病んだらいけないの？ うつ病社会の処方箋』（新潮選書）で2020年に第19回小林秀雄賞を受賞。

参加費
無料

「ひきこもりはなぜ『治る』のか？」（中央法規出版）
「世界が土曜の夜の夢なら」（角川書店）
「ひきこもりのライフプラン」（畠中雅子との共著）岩波書店
「オープンダイアローグとは何か」（医学書院）

さい とう たまき

要事前
申込

【申込・お問合せ】



【開催についての注意事項】
・公共交通機関にてご来場いただきますようお願い致します。駐車料金の減免等はございません。
・定員に達した場合は、申込受付を終了させていただきます。
・感染拡大の状況により定員の変更が生じる場合もあります。
・お申込みいただいた情報は、本研修会の受付・連絡以外には使用いたしません。

メールアプリが起動します

件名は「ひきこもり研修会」
本文に下記を明記してください
①申込者氏名
②同行者氏名
③TEL

④メールアドレス

令和５年度ひきこもり研修会

QRコード（申込サイト・メール起動）をスマホで読み取っていただくか
メール内容を参照の上事務局へお申込みください。

FAX：082-554-6375 ＊送付状不要
※複数名でご参加の場合は代表者名（参加者苗字）と人数をご記入下さいませ

ふ り が な
参加者氏名

代 表 者
連 絡 先

TEL

メールアドレス

Peatixのページが開きます

@

〒739-0323

広島市安芸区中野東4丁目11-13(瀬野川病院内）
研修会運営係 (080)8888-0740 FAX082-554-6375

メールアドレス：chiiki@footandwork.com 

宛先：chiiki@footandwork.com 

QRコードが読み込めない方はこちら

【お申込み・お問合せ】

申込期限

12 月20 日
（水）


